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MT-141の 耳鼻咽喉科領域における基礎的ならびに臨床的検討

森 慶 人 ・馬 場 駿 吉 ・木 下 治 二 ・小 林 武 弘

名古屋市立大学医学部耳鼻咽喉科学教室

MT-141の 基 礎 的 な らび に 臨 床 的 検 討 を 行 な い,下 記 の成 績 を 得 た 。

1)抗 菌 力 をCEZ,CZXと 比 較 す る と,S.aureusで は12.5μg/mlにMlcの ピ ー クが あ り,

Czxよ り3管 ほ ど劣 り,さ らにCEZよ り5管 ほ ど劣 って い た 。P.mirabilisで は,0.39μg/ml

に ピー クが あ り,CZXよ りや や 劣 るが,CEZよ り,3管 ほ ど優 っ て い た。P.aeruginosaで は,

CEZ同 様 ほ とん どが100μg/ml以 上 の高 度 耐 性 を示 し,CZXが25～100μg/mlで あ る の に比

べ,劣 って い た 。

2)耳 鼻 咽喉科領域感染症6例 に対する臨床成績は,著 効3例,有 効1例,や や有効2例 で あ

り,有 効率は66.7%で あ った。

3)副 作用は全例に認められなかった。

MT-141は,明 治製菓中央研究所において 新たに合

成されたセファマイシソ系の抗生物質で,そ の構造式は

Fig.1に 示すとお りである。本剤は,他 の第3世 代セフ

ェム系抗生物質と同様に,幅 広い抗菌スペクトラムを有

する。今回,我 々は耳鼻咽喉科領域感染症におけるMT-

141の 基礎的ならびに臨床的検討を行ない,若 干の成績

を得たので報告する。

1.抗 菌 力

標準菌株9株 および当科領域感染症由来の教室保存株

Fig. 1 Chemical structure of MT-141

Table 1 Antibacterial activity of N1T-141 
against standard strains

につ い て,日 本化 学療 法 学 会 標 準 法 に準 じ,本 剤 のMIC

を測 定 し,併 せ て,CEZ,CZXと 比 較 検 討 した 。 接 種 菌

量 は106cells/mlで あ る。

標 準 菌 株9株 の成 績 はTable1に 示 す よ う にS.

aureusFDA209P6.25μg/ml,S.aureusTerajima

6.25μg/ml,B.subtilisATCC66330.78μg/ml,B.

subtilisPCI2190.78μg/ml,B.subtilisMB310.78

μg/mlで あ り,こ れ ら グ ラ ム陽 性 菌 に対 して の抗 菌 力

は,CEZよ りは るか に 劣 る も の の,CZXと は ほ ぼ 同 等

で あ った 。 また,グ ラ ム陰 性 桿 菌 ではE.coli NIH JC-

2 0.78μ ｇ/ml,P.mirabilis ATCC211000.39μg/ml,

P.vulgarisMB8380.78μg/ml,P.aeruginosaNCTC

104950μg/mlの 抗 菌 力 で,こ れ らは,CZXよ りは 劣

る も の の,CEZよ りは優 れ て い た 。

Table 2 Sensitivity distribution of S. aureus to 

MT-141, CZX and CEZ
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Table 3 Sensitivity distribution of P. mirabilis 

 to MT-141, CZX and CEZ

Table 4 Sensitivity distribution of Proteus 

 sp. to MT-141, CZX and CEZ

Table 5 Sensitivity distribution of P. aeruginosa 

 to MT-141, CZX and CEZ

臨床分離菌株についてみれば,S.aureus12株(Ta-

b1e2)で は,本 剤のMICは12.5μg/mlに ピークが

あり,CZXよ り3管 ほど劣 り,さ らにCEZよ り5管

ほど劣っていた。P.mirabilis11株(Table3)で は,

0.39μg/mlに ピークがあり,CZXよ りやや劣るが,

CEZよ り3管 ほど優っていた。Indole(十)Proteus sp.

4株(Table4)で は,P.mirabilis同 様,そ の抗菌力

は優れていた。P.aeruginosa10株(Table5)で は,

CEZ同 様,ほ とんどの菌株が100μg/ml以 上 の高度耐

性を示 し,CZXが25μg/ml～100μg/mlで あるのに

比べ,劣 っていた。

以上の成績を総括すると,S.aureusに 対 しては,

CEZよ りかな り劣って,臨 床的にはあまり期待できな

い抗菌力であるが,P.mirabilisお よびその他のIndole

(+)Proteus sp.に 対 しての抗菌力は,臨 床的に意義

あるものと思われる。P.aeruginosaに 対 しては,CEZ

同様,ほ とんどが,100μg/ml以 上 の高度耐性を示し

た。

II. 臨 床 成 績

急性陰窩性扁桃炎3例,扁 桃周囲膿瘍1例,口 腔底膿

瘍1例,顎 骨周囲炎1例 の合計6例 に対 して臨床的検討

を行ない,そ の概略をTable6に 示 した。

症例1は,22歳 の男性で,咽 頭痛,嚥 下痛を主訴と

して来院。 扁桃周囲膿瘍の診断にて ただちに 切開排膿

し,本 剤0.5gを1日2回 静注,3日 目に自覚症状およ

び他覚所見の改善を認め著効と判定 した。 膿よりS

intermediusを 検出した。

症例2は,12歳 の男性で,顎 下部の腫脹と嚥下痛を

主訴として来院。 口腔底膿瘍の診断にて同日入院。2日

目に顎下部外切開にて多量の排膿を認め,本 剤1g1日

2回 点滴静注5日 目にて,自 覚症状および他覚所見の改

善を認め著効と判定 した。 膿よりP.eptostreptococcus

を検 出した。

症例3は,49歳 の男性で,悪 感,微 熱と左側下顎部

の腫脹を主訴として来院。左顎骨周囲炎の診断にて,本

剤0.5g1日2回 静注を7日 間続けたところ,自 覚症状

の改善は認めたものの,他 覚所見の改善を認めない た

め,や や有効と判定 し他剤に変更した。

症例4は,26歳 の男性で,咽 頭痛を主訴として来院。

急性陰窩性扁桃炎の診断にて,本 剤2gを1日1回 静注

6日 間続けたが,自 覚症状の改善を認めただけで,他 覚

所見の改善を認めなかったため,や や有効と判定 し他剤

に変更した。膿栓よりA.calcoaceticusを 検 出した。

症例5は,65歳 の男性で,嚥 下痛と右側顎下部腫脹

を伴って来院。急性陰窩性扁桃炎および,右 急性顎下リ

ソパ節炎の診断にて同日入院。本剤1g1日2回5日 間
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投 与 に て 咽頭 痛,咽 頭 発 赤 の改 善 を 認 め た もの の,

栓,嚥 下 痛 の改 善 が な い た め,本 剤191日1回 と ミ ノ

マ イ シ ン100mg1日2回 内服 投 与 に変 更
。3日 目に 自

覚 症 状 お よび他 覚 所 見 の改 善 を認 め有 効 と判 定 した 。

栓 よ り,S.pyogenes,E.cloacae,Kpneumoniaeを

検 出 した。

症 例6は,34歳 の男 性 で,咽 頭 痛 を 主 訴 と して来 院 。

急 性 陰 窩 性 扁 桃 炎 の診 断 に て,本 剤291日1回 静 注4

日 目に 自覚 症 状 お よび 他 覚 所 見 の 改 善 を 認 め 著 効 と 判

定 した。 膿 栓 よ りS.salivarius,S.pneumoniae,K.

Pneumoniaeを 検 出 した 。

以上の成績を まとめると,Table6の よ うに著効3

例,有 効1例,や や有効2例 で,有 効率は66.7%で あ

った。

なお,副 作用は認められなかった。

III.考 察

MT-141は,明 治 製 菓 中 央 研 究 所 に お い て 新 た に 合 成

され た セ フ ァマ イ シ ン系 抗 生 物 質 注 射 剤 で あ る。 本 剤

は,他 の第3世 代 セ フ ェム系 抗 生 物 質 と同 様 に 幅 広 い 抗

菌 スベ ク トラム を有 す る。 抗 菌 力 に つ い て,CEZ,CZX

と比 較 検 討 した 成 績 で は,S.aureusで12.5μg/mlに

MICの ピー クが あ り,CZXよ り3管 ほ ど,ま たCEZ

よ り5管 ほ ど劣 って い た 。 しか し,P.mirabilisお よび

Indole(+)Proteussp.に 対 して の 抗 菌 力 は,非 常 に

優 れ て い た 。P.aeruginosaで は,CEZ同 様 ほ とん ど

MIC100μg/ml以 上 の 高 度 耐 性 を 示 した 。

また,当 科領域感染症6例 に対して実施 した臨床成績

では,著 効3例 有効1例,や や有効2例 で,有 効率

66.7%と まずまずの成績を得た。 なお,副 作用は認め

られなかった。

本剤は以上述べたように,好 気性 グラム陽性菌および

緑膿菌を検出する症例の臨床効果は,抗 菌力からみてあ

まり期待できないが,グ ラム陰性桿菌および嫌気性グラ

ム陽性菌などの検出された症例には,優 れた臨床効果が

期待できる印象を受けた。

本剤は,動 物実験ではin vivo効 果が良いとされて

いるが,こ の点が実際の臨床にもみられるかどうかは,

今後さらに症例を追加して検討を加えたいと思う。

なお,こ こに報告したわれわれの使用小験では副作用

をまったくみず,安 全性に優れた薬剤であるように感じ

られたが,こ の点についても,さ らに症例を追加 して検

討することが必要であろう。
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LABORATORY AND CLINICAL STUDIES ON MT-141 IN 

OTORHINOLARYNGOLOGICAL FIELD
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and TAKEHIRO KOBAYASHI 

Department of Otorhinolaryngology, Nagoya City University Medical School

From the laboratory and clinical studies on MT-141, the following results were obtained. 
1) Antibacterial activity of MT-141 was inferior that of CEZ against S. aureus, was equal to that 

of CZX against P. mirabilis, but was inferior to that of CZX against P. aeruginosa. 
2) MT-141 was used clinically in 6 cases of various infections in otorhinolaryngological field, 

and its efficacy rate was 66.7%. 
3) No side effect was seen in any case.


